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章末テスト

C　細胞の共通性 プリント・記述分析

D　さまざまな細胞 授業観察・発言分析

プリント・記述分析

A　真核細胞の構造 授業観察

B　原核生物の構造 授業観察

1

4

第

１

章

　

生

物

の

多

様

性

と

共

通

性

1節　生物の多様性

A　進化と系統 授業観察

育成を目指す資質・能力

評価規準（達成目標）
学習項目 学習内容

備考(観察・実験や指導上

の留意点)
単元名

B　進化の証明と相同 発言分析・記述分析

実習１　脊椎動物の特徴の比較 プリント・記述分析

2節　生物の共通性

A　生物の特徴 授業観察

実習２　さまざまな生物の顕微鏡観察とDNAの抽出

授業担当者 教頭検印

目　標

・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

（１）科学的に探求するために必要な基本的知識と技能を身に付ける。【知識及び技能】

（２）生物や生物現象について理解するとともに、科学的に探求するための判断力と表現力を身に付ける。【思考力、判断力、表現力等】

（３）生物や生物現象を主体的かつ科学的に探求し生命尊重と環境保全に寄与する態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価方法

    大隅　大

　　　宮國　壮一郎

1

第

２

章

　

生

物

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

沖縄県立具志川高等学校

令和４年度　年間指導計画　

教科名 理科 科目名 生物基礎 単位数 2 学科・コース 全日 学年 1 クラス １年１～６組（１年全クラス） 校長検印

教科書

（出版社）
生物基礎（東京書籍）

A　生命活動とエネルギー 授業観察

B　ATPの構造 授業観察

C　代謝 授業観察

A　酵素 授業観察

実習３　酵素のはたらき プリント・記述分析

B　遺伝情報とゲノム

3節　呼吸と光合成

A　呼吸 授業観察・発言分析

B　光合成 授業観察・発言分析

章末テスト

A　DNAの二重らせん構造 授業観察

B　塩基の相補性 授業観察・発言分析

実習５　DNAが２倍になるしくみ プリント・記述分析

C　塩基配列と遺伝情報 授業観察・発言分析

D　生物のゲノムと遺伝情報 授業観察

実習４　DNA模型の作製 模型のでき

A　塩基の相補性に従ったDNAの複製 授業観察・発言分析

B　DNAの正確な複製 授業観察

C　DNAの複製と体細胞分裂 プリント

章末テスト

1

第

２

章

　

遺

伝

情

報

と

タ

ン

パ

ク

質

知識・技能

遺伝子とその働きについて，遺伝情報とタンパ

ク質の合成の基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付けている。

1節　タンパク質

A　生命現象とタンパク質 授業観察・発言分析

B　アミノ酸とタンパク質の構造 授業観察・記述分析

1

第

１

章

　

遺

伝

情

報

と

D

N

A

知識・技能

遺伝子とその働きについて，遺伝情報とDNAの

基本的な概念や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。

1節　生物と遺伝子

A　遺伝情報と形質

3節　細胞分化と遺伝子

実習６　アミノ酸とDNAの対応 記述分析

2節　DNAとタンパク質の合成

A　遺伝情報の流れ 授業観察

B　RNA 授業観察

A　細胞分化と遺伝子発現 授業観察

章末テスト

C　転写の過程 授業観察

D　翻訳の過程 授業観察

C　情報を伝える神経系と内分泌系 授業観察

1

第

１

章

 

体

内

環

境

と

情

報

伝

達

知識・技能

神経系と内分泌系による調節にについて，情報

の伝達の基本的な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けている。

1節   体内環境

A　体内環境とは 授業観察・発言分析

B　フィードバックが支える恒常性 授業観察・記述分析

情報の伝達について，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考察し

表現しているなど，科学的に探究している。

C　脳の構造とおもなはたらき 授業観察・記述分析

実習７　運動の前後の体の変化 授業観察・発言(発表)分析

A　神経系の構成 授業観察・記述分析

B　自律神経による調節 授業観察・記述分析

3節   ホルモンによる情報伝達

A　ホルモンとその作用 授業観察・記述分析

B　内分泌器官としての脳 授業観察・記述分析

思考

判断

表現

第

１

編

　

生

物

の

特

徴

第

２

編

　

遺

伝

子

と

そ

の

は

た

ら

き

第

３

編

　

ヒ

ト

の

体

の

調

節

知識・技能

生物の特徴について，生物の共通性と多様性の

基本的な概念や原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。

思考

判断

表現

生物の共通性と多様性について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験などを行い，科学

的に考察し表現しているなど，科学的に探究し

ている。

3節　細胞の特徴

3節　DNAの複製と分配

生物とエネルギーに関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

生物の特徴について，生物とエネルギーの基本

的な概念や原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。

知識・技能

思考

判断

表現

生物とエネルギーについて，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行い，科学的に

考察し表現しているなど，科学的に探究してい

る。

主体的に学習

に取り組む態

度

2節　DNAの構造

2節　生体内の化学反応

1節　生体とATP

主体的に学習

に取り組む態

度

生物の共通性と多様性に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しようとしている。

思考

判断

表現

遺伝情報とDNAについて，問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，科学的に考

察し表現しているなど，科学的に探究してい

る。

主体的に学習

に取り組む態

度

遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

思考

判断

表現

遺伝情報とタンパク質の合成について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験などを行

い，科学的に考察し表現しているなど，科学的

に探究している。 E　遺伝暗号表 記述分析

3

3

4

2

3

2

2

3

3

5

9

11

10

6

7

2

4

2

2

4

1

主体的に学習

に取り組む態

度

遺伝情報とタンパク質の合成に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探究しようとしてい

る。

2節   神経系による情報伝達
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○ ○
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○ ○

○ ○
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1

第

２

章

　

免

疫

の

は

た

ら

き

A　自然免疫 授業観察・記述分析

B　炎症 授業観察・記述分析

3節   ホルモンによる情報伝達

主体的に学習

に取り組む態

度

情報の伝達に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

C　ホルモン分泌の調節 授業観察・記述分析

授業観察・発言(発表)分析

C　止血と血液凝固 授業観察・記述分析

D　リンパ球と適応免疫 授業観察・記述分析

章末テスト

思考

判断

表現

免疫の働きについて，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考察し

表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習

に取り組む態

度

免疫の働きに関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

知識・技能

植生と遷移について，植生と遷移の基本的な概

念や原理・法則などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。

2節　免疫記憶

A　記憶細胞と二次応答

B　予防接種とワクチン

章末テスト

実習９　体内の抗体の量の変化 授業観察・記述分析

C　土壌 授業観察

授業観察・発言(発表)分析

3

第

１

章

　

植

生

と

遷

移

1節　植生とその環境

A　環境形成作用 授業観察・発言(発表)分析

B　階層構造 授業観察・記述分析

3節　免疫の異常

A　アレルギー 授業観察・発言(発表)分析

B　自己免疫疾患 授業観察

C　免疫機能の低下による疾患

C　二次遷移 授業観察・記述分析
思考

判断

表現

植生と遷移について，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考察し

表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習

に取り組む態

度

植生と遷移に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

実習１１　植生の遷移の要因

2節　植生の遷移

A　植生の遷移 授業観察・記述分析

B　ギャップ更新 授業観察・記述分析

授業観察・発言(発表)分析

3

第

３

編

　

ヒ

ト

の

体

の

調

節

1節　生態系における生物の多様性

A　環境と生物の関係 授業観察・発言(発表)分析

B　種多様性 授業観察

3節　遷移とバイオーム

A　遷移とバイオーム 授業観察・プリント

B　日本のバイオーム 授業観察・プリント

実習１２　森林・草原・砂漠と遷移の関係 授業観察・発言(発表)分析

章末テスト

実習１３　地表を歩きまわる生物の観察 プリント
知識・技能

生態系とその保全について，生態系と生物の多

様性，ならびに生態系のバランスと保全の基本

的な概念や原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。

思考

判断

表現

生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバラ

ンスと保全について，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考察し

表現しているなど，科学的に探究している。

B　生態系における種多様性の利点 授業観察・発言(発表)分析

C　キーストーン種 授業観察

D　生態系エンジニア 授業観察

1節　免疫のしくみ
知識・技能

免疫について，免疫の働きの基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付

けている。

4節  血糖濃度の調節

A　血糖濃度を調節するしくみ

B　血糖濃度の調節の異常

授業観察・記述分析

授業観察・記述分析

授業観察・発言(発表)分析

2

1

第

４

編

　

生

物

の

多

様

性

と

生

態

系

3

3

2

3

3

4

実習１５　生活排水の流入による河川への影響 授業観察・発言(発表)分析

3節　生態系と撹乱

実習１４　生態系から特定の生物を除去したときの影響 発言(発表)分析

実習１０　身近な植生と環境の観察 スケッチ

2節　生態系における生物間の関係

12

11

3

3

2

3

2

実習８　血糖濃度の調節 プリント

授業観察・発言(発表)分析

1

B　生態系サービス 発言(発表)分析

C　生物多様性と生態系サービス 授業観察・発言(発表)分析

D　人間活動が生態系に与える影響 授業観察・発言(発表)分析

実習１６　高速道路の建設に伴う環境アセスメント 授業観察・発言(発表)分析

章末テスト

3

合計

第

２

章

　

生

態

系

と

生

物

の

多

様

性 主体的に学習

に取り組む態

度

生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバラ

ンスと保全に関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

4節　生態系の保全

A　生物多様性の保全 発言(発表)分析

A　人為的攪乱 発言(発表)分析

B　自然攪乱 発言(発表)分析

C　生態系の復元力 授業観察・発言(発表)分析

D　生物種の絶滅 授業観察・発言(発表)分析

A　食物網


